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込 んで用 いた横 山 (NIH),Hochschwender
(Hybritech)らの報告は,今後の簡便で迅速な精製
法の一つのスタンダー ドとなりうる期待を抱かせ





























































































































とえば脳では 123Ⅰ-IMP にかわって 99mTc-HM-
PAOの発表が増加した｡心臓では,201Tlのかわり
に9mTc-TBIや9mTc-CPI,99mTc-MIBIなどを用
いて心筋血流 を評価す る試みが なされた｡ま
た,131トOIH にとってかわる可能性のある 9mTc-

























































すなわち他の15-20% は正常組織では BBB を通
過しないが,BBBの破碇があれば従来の脳シンチ
グラフィの如く病変を陽性描出する可能性がある｡
換言すればBBB破碇部ではdelayedimageにて脳
血流スキャン十従来の脳シンチグラフィとなってい
る可能性がある｡静注後早期では血液プールの関与
も考慮せねばならねであろう｡2)に関しては他の
コンパー トメントモデルによる解析とも比較する必
要がありHM-PnAOで脳血流の絶対値が得られる
かという問題にもつながり非常に注目されるところ
である｡ともあれ,HM-PnAOが脳血流用剤とし
て2-3年後に広く普及するのは間違いないと思わ
れる｡その際 123トIMP は血流情報以外の組織の
viabilityをみることが出来るという点で生き残る
可能性があると思われる｡ (寺田)
